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１ 目的 

新型コロナウィルス感染症など新興感染

症に対する感染防止対策が重要となってい

る。従来殺菌に用いられている深紫外線光源

として水銀ランプが用いられていたが、水俣

条約の発効に伴い代替光源の開発が進めら

れている。DNA の構成する核酸塩基は、表

１に示すように 260 nm 付近に吸収領域を有

しており、これは 1064 nm 発振 Nd:YAGレー

ザーの第４高調波の波長 (266 nm) とほぼ一

致している。細菌にこの波長の紫外線を照射

することで、DNA 内で水和現象、ダイマー

形成、分解などの光化学反応がひき起こされ、

DNA 組織のらせん構造が破壊され、シクロ

ブタンピリミンを形成して細菌細胞が死滅

する。 

表１ 核酸塩基の吸収ピーク波長[1] 

本研究は核酸塩基の吸収に近い 1064 nm 

発振 Nd:YAG レーザーの第４高調波である

266 nm光を発生させたうえで、大腸菌に照射

し、その殺菌効果を検証した。 

 

２ 実験方法 

本実験では、繰り返し周波数 5Hz又は 10Hz、

パルス時間幅 8 nsで発振するNd:YAGレーザ

ー(Amplitude Surelite II-10)を基本光源として

用い、KTP 及び CLBO 結晶を用いることで

8mJ /pulseの 266 nmのレーザー光を発生させ

た。これをレンズで長径 9.0 cm、短径 6.7 cm

に広げて寒天培養のシャーレに照射した。な

お、本実験で用いた大腸菌は、蛋白質発現実

験で用いられる BL21(DE03) であった。 

 

３ 実験結果  

写真(a) に示すように、15秒間の紫外線レ

ーザー照射においても殺菌効果が確認され

た。また、参考として写真(b) に波長 254 nm

にピークを持つブラックライトの殺菌効果

の比較を示す。写真(a)からレーザー照射部分

では菌が死滅していることがわかる。一方、

15 秒間のブラックライトの照射において菌

は死滅しなかった（1分間の照射では死滅）。 

これらのことから、深紫外線レーザー光の

方がブラックライトに比べて光強度が強い

ため、同じ照射時間であれば予想どおりレー

ザー光の方がより殺菌効果が現れた。 

 
写真 (a) 266 nm深紫外線レーザー。(b) ピー

ク波長 254 nm ブラックライト（照射距離 

約 16 cm）。照射時間はいずれも 15秒間。 

 

４ 結論 

深紫外線レーザー光においても他の光源

と同様に殺菌効果があることを実証した。上

記の写真は、266 nmレーザー光の出力を弱め

た状態での結果である。当日は照射条件を変

えた場合などの詳細な実験結果について報

告する。また、波長変換による波長 222 nm レ

ーザー光発生についても言及する。 
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